
第１号様式（第８条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和○年××月△△日 

葛飾区長 あて 

（申請者）企 業 名  テクノプラザ株式会社         

代表者氏名 代表取締役 製造 太郎         

所 在 地 葛飾区 ７丁目  ２番  １ 号    

電 話 番 号 ０３ （３８３８） ５５８７      

担当者氏名 製造 次郎               

 

葛飾区新製品・新技術開発費補助金交付申請書 

 

葛飾区新製品・新技術開発費補助金交付要綱第８条第１項の規定により、補助金の交付を受けたい 

ので、下記のとおり申請します。 

 

記 

１ 交付申請額 

 

金 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 円 

 

２ 開発テーマ 

     家庭用プラスチック製品洗浄・圧縮機の開発 

   

３ 開発の概略 

     飲み終わったペットボトルなどかさばるプラスチック製品や食べ物で汚れたプラスチ 

ック製品等を自動で洗浄・圧縮することにより、日常の手間が省け、ゴミの省スペース 

    化が図られる。 

  ４ 開発期間    令和○年××月△△日 ～   令和○年△△月□□日      

 

 ５ 開発に必要な費用 

   (1) 収入見込額 

項   目 金   額(円） 内       訳 

自己資金 2,500,000 円  

区補助金     1,000,000 円  

   

合    計        3,500,000 円  

(2) 支出見込額 

項   目 金   額(円） 内       訳 

材料購入費 800,000 円 ○○○○○○○ 

外注加工費 2,000,000 円 ○○○○○○○ 

財産権出願費       500,000 円 ○○○○○○○ 

技術指導費 300,000 円  

   

合    計 3,500,000 円  

  （例：調査研究費・試験費・試作費など） 

 

６ 添付書類 

    別表のとおり 

開発期間が複数年にわたる場合でも

令和８年度分の金額を記入してくだ

さい。 

収入見込額の合計と

支出見込額の合計が

同額になるよう内訳

を記入してください。 

開発期間が複数年にわたる場合

でも令和８年度分の金額を記入

してください。 

補助金の支払口座名義人

と同じ名称で記入。「代表

取締役 ○○」となってい

れば、その名称で記入。 

提出に来た方（担当者）のお

名前を記入してください。 

記 入 例 



別表 
添付資料（添付する資料については、「添付資料」の欄に「○」を付してください。） 

※ ２、４、６、７、８については、提出の必要のある場合のみ添付してください。 
※ ５については、創業１年未満の中小企業を除きます。 
※ ９については、添付した資料名（設計図・イメージ図など）を記入してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料番号 添付資料 資料名 

1 ○ 新製品・新技術開発事業計画書（第２号様式） 

2 ○ 
年度別事業計画書（第２号様式－別紙） 

（事業が複数年度にわたる場合のみ） 

3 ○ 企業概要（第３号様式） 

4 ○ 
グループ構成表（第４号様式） 

（２社以上の中小企業で申請する場合のみ） 

5 ○ 

＜法人の場合＞ 

法人都民税納税証明書 

＜個人事業者の場合＞ 

特別区民税納税（非課税）証明書（区外在住の個人事業者は特別区民税納

税（非課税）証明書の他に居住地の区市町村民税納税（非課税）証明書 

＜グループを構成する企業で葛飾区外に主たる事業所を有する場合＞ 

法   人：法人都道府県民税納税証明書 

個人事業者：区市町村民税納税（非課税）証明書 

6 

  

開業届の写し、または直近の確定申告書（第一表、第二表）の控えの写し

２年分 

（個人事業主の場合のみ） 

7 
  

登記簿の写し又は創業５年未満であることを証明できる書類 

（創業５年未満の企業のみ） 

8 
  

業務提携に係る契約書等の写しなど、連携した開発事業であることを 

証明できる書類（大学・研究機関等と連携して開発する場合のみ） 

9 
  

その他事業説明に必要な資料（20 ページ以内） 

（                             ） 

記 入 例 



第２号様式（第８条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和○年××月△△日 

葛飾区長あて 

（申請者）企 業 名  テクノプラザ株式会社        

代表者氏名  代表取締役 製造 太郎       

所 在 地 葛飾区 ７丁目２番１号        

電 話 番 号 ０３（３８３８）５５８７       

 

 

葛飾区新製品・新技術開発事業計画書 

 

１ 開発内容（新規性・優秀性） 

     開発する製品・技術の概要、従来製品・技術との違い、新しい要素・工夫点、性能・機能・コス

ト等で優れている点などをお書きください。 

 

    【開発する製品・技術の概要】 

本事業で開発する製品は、「家庭用プラスチック製品洗浄・圧縮機」です。家庭内で発生するプ

ラスチックゴミを効率的に洗浄し圧縮することで、ゴミの体積を最大 50%削減し、リサイクルを促

進します。 

【従来製品・技術との違い】 

従来のプラスチックゴミ処理方法は手動での分別や大型機器の使用が一般的ですが、本製品は家

庭用として小型化され、洗浄と圧縮を一体化することで、使用後のゴミ処理を簡便かつ効率的に行

えます。 

【新しい要素・工夫点】 

省エネルギー設計により、家庭での使用において電力消費を抑え、環境への負担を軽減します。

また、自動洗浄機能と圧縮機能を組み合わせることで、使用後のプラスチックゴミの処理手間を大

幅に削減します。 

【優れている点】 

他の製品に比べ、家庭用に特化した小型で軽量な設計と、簡単な操作が特徴です。従来製品にな

い一体型の洗浄・圧縮機能により、時間と手間を大幅に短縮できます。 

 

２ 市場性・事業化計画 

  想定する顧客・市場、販売方法・販売見込み、市場への効果・波及効果などをお書きください。 

 

    【想定する市場・顧客】 

本製品は、家庭でのリサイクルを効率化したいと考えている一般消費者を主なターゲットとして

います。特に、環境意識が高く、ゴミ削減に取り組む家庭や、地域でのリサイクル活動に参加して

いる家庭向けです。 

【販売方法・販売見込み】 

オンライン販売を中心に、家電量販店や地域のリサイクル団体との提携を通じて販売します。初

年度の販売目標は 5000 台を見込んでおり、2 年目には市場シェアを拡大し、年 5000 台の販売を目

指します。 

【市場への波及効果】 

環境意識が高まる中で、家庭用のリサイクル機器に対する需要が急増しています。本製品は、家

庭内でのゴミ削減に貢献するため、地域社会や環境保護活動にも大きな波及効果をもたらすと考え

ています。 

 

 

記 入 例 



 

３ 開発計画・スケジュール 

  開発工程、年度内スケジュール、各段階で実施する内容などをお書きください。 

 

 【開発工程】 

令和 8 年 4 月～令和 8 年 6 月：製品の初期設計・技術開発 

令和 8 年 7 月～令和 8 年 9 月：試作機の製造・テスト 

令和 8 年 10 月～令和 8 年 12 月：改良・最終プロトタイプの製作 

令和 8 年 12 月～令和 9 年 3 月：量産準備・品質管理体制の構築 

【スケジュールの具体的な内容】 

初期段階では、製品の設計と技術的な選定を行い、次に試作機を作成して性能テストを行います。

テスト結果を元に改善を加え、量産体制の準備を進め、最終的に市場投入を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 開発体制・実現可能性 

実施担当者・役割、技術・設備の保有状況、外部協力体制、開発実施が可能な理由などをお書きく

ださい。 

  

 【開発担当者・役割分担】 

本プロジェクトには、開発部門、マーケティング部門、営業部門が連携して取り組みます。開発部

門には、専門技術者が在籍しており、製品の設計や技術的な問題に対応します。営業部門では、販売

戦略や市場開拓を担当します。 

【保有技術・設備】 

当社は、〇〇といった家庭用電化製品の開発実績があり、洗浄技術や圧縮技術に関するノウハウを

既に保有しています。また、製造に必要な設備や技術も整備済みです。 

【外部協力体制】 

〇〇と提携し、製品の性能向上や生産体制の強化を図ります。また、物流や流通においても〇〇と

協力し、効率的な配送ネットワークを構築します。 

【計画遂行が可能な理由】 

これまでに得た〇〇などの技術的ノウハウと、〇〇の製造・販売体制の整備により、本事業の計画は十

分に実現可能です。市場のニーズに応じた製品開発を進め、実施体制を強化しています。 

 

 



 

第２号様式（第 8 条関係）別紙 
※ 開発期間が複数年度にわたる場合のみ提出してください。 

年度別事業計画書 
    〇年度（１年目） 

開発内容 

・製品の詳細仕様の決定 

・試作品１号の製作 

開発費用 

収入見込（実績）額 支出見込（実績）額 

  

項  目 金  額 

  

項  目 金  額 

自己資金 １，５００，０００円  材料購入費 ８００，０００円 

区補助金 １，０００，０００円  外注加工費 ２，０００，０００円 

借入金 １，０００，０００円  財産権出願費 ５００，０００円 

  円  技術指導費 ３００，０００円 

  円   円 

その他 円   円 

合  計 ３，５００，０００円 合  計 ３，５００，０００円 

    〇年度（２年目） 

開発内容 

・試作品１号の性能検査 

・製品仕様の見直し 

・試作品２号の製作 

 

開発費用 

収入見込（実績）額 支出見込（実績）額 

  

項  目 金  額 

  

項  目 金  額 

自己資金 １，６００，０００円  材料購入費 ８００，０００円 

区補助金 １，０００，０００円  外注加工費 ２，０００，０００円 

借入金 １，０００，０００円  委託費 ６００，０００円 

  円  技術指導費 ２００，０００円 

  円   円 

その他 円   円 

合  計 ３，６００，０００円 合  計 ３，６００，０００円 

    〇年度（３年目） 

開発内容 

・試作品２号の性能検査 

・製品仕様の見直し 

・試作品の完成 

・試作完成品の性能検査 

開発費用 

収入見込額 支出見込額 

  

項  目 金  額 

  

項  目 金  額 

自己資金 ２，２００，０００円  材料購入費 ８００，０００円 

区補助金 １，０００，０００円  外注加工費 ２，０００，０００円 

借入金 １，０００，０００円  委託費 １，２００，０００円 

  円  技術指導費 ２００，０００円 

  円   円 

その他 円   円 

合  計 ４，２００，０００円 合  計 ４，２００，０００円 

 

記 入 例 

収入見込額と支出見込額（終

了した年度については実績

額）を記入してください 

収入見込額の合計と支出見

込額の合計が同額になるよ

う内訳を記入してください。 



第３号様式（第８条関係） 

企 業 概 要 

企 業 名  テクノプラザ株式会社 代 表 者 名  代表取締役 製造 太郎 

本社所在地 〒125-0062 葛飾区青戸 ７丁目 ２番 １号 

上記の他に

有する工場

営 業 所 等 

〒 

電   話   ０３（３８３８）５５８７ ＦＡＸ ０３（３８３８）５５５１ 

ホームペー

ジアドレス 
http://www.city.katsushika.lg.jp 

Ｅメール  

アドレス 
00000＠city.katsusika.lg.jp 

資  本  金 (元入金)    １，０００万円 従 業 員 数  (事業主を含む）   ２０ 人    

設 立 年 月   １９○○年 １０月 設立 
区内営業年

数 
            ○○年 

事 業 内 容 

加 工 内 容 

  金属加工業 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

設   備 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

主 要 製 品 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

得 意 分 野 

(自社 PR 等) 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

そ  の  他 

(特許等) 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○ 

記 入 例 

http://#


第４号様式（第８条関係） 

グ ル ー プ 構 成 表 
※ ２企業以上で開発する場合のみ必要です。 

  1 2 3 4 

企 業 名 ○○○○○株式会社 ××××株式会社 △△△△△△製作所 有限会社□□□□□ 

所 在 地 
葛飾区青戸 

○丁目  ○番 ○号 

葛飾区青戸 

×丁目  ×番 ×号 

葛飾区青戸 

△丁目  △番 △号 

葛飾区青戸 

□丁目  □番 □号 

電   話 (００００)０００１ (００００)０００２ (００００)０００３ (００００)０００４ 

Ｆ Ａ Ｘ (１０００)００００ (２０００)００００ (３０００)００００ (４０００)００００ 

代 表 者 名 ○○○○○ ×××× △△△△△△ □□□□□ 

代表者住所 
葛飾区青戸 

○丁目  ○番 ○号 

葛飾区青戸 

×丁目  ×番 ×号 

葛飾区青戸 

△丁目  △番 △号 
□丁目 □番 □号 

電   話 (００００)０００１ (００００)０００２ (００００)０００３ (００００)０００４ 

資 本 金    １０００万円    １５００万円    ２０００万円    ３０００万円 

従 業 員 数 

（事業主を含む） 
      １０人       ２０人      ３０人       ４０人 

業   種 

取 扱 品 目 
金属加工業 ゴム製造業 プラスチック加工業 金属製品製造業 

設 立 年 月 

 ○○年 ○月設立 

 

(区内営業年数○年) 

 ××年 ×月設立 

 

(区内営業年数×年) 

 △△年  △月設立 

 

(区内営業年数△年) 

 □□年 □月設立 

 

(区内営業年数□年) 

備   考     

 

記 入 例 


